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平成23年12月号の主な内容
●本宮市表彰式
●風評被害に負けるな
●23年度予算上半期執行状況

　東日本大震災の際に、埼玉県上尾市消防本部が総合体
育館を拠点として災害救助活動を行った縁で、上尾市か
ら支援をいただき様々な交流を推進しています。
　11月11日、本宮市と埼玉県上尾市との「災害時相互
応援に関する協定」を締結しました。これは大震災を経
験し、上尾市、本宮市ともに、ある程度距離のある自治
体との協力関係が必要との認識が一致し、協定を締結す
ることになったものです。
　なお、今後は教育団体、青少年団体、自治会などを含
めた市民同士の幅広い交流も行う予定です。

広 報

上尾市との災害時相互応援に関する協定を締結上尾市との災害時相互応援に関する協定を締結上尾市との災害時相互応援に関する協定を締結
島村穰（しまむらみのる）上尾市長（右）と高松市長



�広報もとみや12月号

　

長
年
に
わ
た
り
本
宮
町
長
及
び
本
宮

市
長
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
確
立
と

郷
土
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
本
宮
町
議
会
議
員
及

び
本
宮
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方

自
治
の
確
立
と
郷
土
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
白
沢
村
議
会
議
員
及

び
本
宮
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方

自
治
の
確
立
と
郷
土
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
白
沢
村
議
会
議
員
及

び
本
宮
市
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方

自
治
の
確
立
と
郷
土
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
務
め

ら
れ
、
教
育
行
政
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
教
育
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
教
育
の
充
実
や
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13
年

か
ら
は
教
育
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
文
化
財
調
査
委
員
会

委
員
を
務
め
ら
れ
、
文
化
財
の
保
存
、
管

理
や
活
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
16
年
か
ら
は
文
化
財
調
査
委
員
会

委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
文
化
財
調
査
委
員
会

委
員
を
務
め
ら
れ
、
文
化
財
の
保
存
、
管

理
や
活
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
文
化
財
調
査
委
員
会

委
員
を
務
め
ら
れ
、
文
化
財
の
保
存
、
管

理
や
活
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 阿部修一さん

（関下字仲之内）
鎌田博喜さん
（本宮字大町）

川名　實さん
（糠沢字堀ノ内）

渡辺喜一さん
（和田字竹ノ内）

佐藤嘉重さん
（仁井田字村山）

島田和夫さん
（仁井田字桝形）

根本善裕さん
（白岩字根岸）

佐久間和夫さん
（高木字井戸上）

伊藤滋敏さん
（本宮字九縄）

　

平
成
23
年
度
の
本
宮
市
表
彰
式
は
、

11
月
３
日
文
化
の
日
に
本
宮
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
多
年

に
わ
た
り
市
政
振
興
、
社
会
福
祉
や
防

災
活
動
、
社
会
教
育
な
ど
の
分
野
で
地

域
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
人
命
救
助

や
市
の
振
興
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
今

年
は
、
自
治
功
労
に
６
人
、
特
別
功
労

に
１
人
、
一
般
功
労
に
９
人
、
善
行
表
彰

に
14
人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

本
宮
市
表
彰
式
を
開
催

市
政
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
へ

自
治
功
労
表
彰

特
別
功
労
表
彰

一
般
功
労
表
彰
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長
年
に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
確
立
と
市

政
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
16
年
か
ら
は
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
住
民
の
生
命
財

産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
住
民
の
生
命
財

産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
務

め
ら
れ
、
住
民
か
ら
の
相
談
に
対
す
る
適

切
な
助
言
・
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
、
社
会
福
祉
及
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
、
社
会
福
祉
及
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
を
務

め
ら
れ
、
社
会
福
祉
及
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
振
興
発
展
の
た
め
と
し
て
、
多
額

の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
４
月
白
岩
字
関
根
地
内
で

発
生
し
た
林
野
火
災
で
、
現
場
に
取
り
残

さ
れ
て
い
た
負
傷
者
を
自
己
の
危
険
を
顧

み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
行
動
は
市
民
の

模
範
と
な
る
善
行
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
振
興
発
展
の
た
め
と
し
て
、
平
成

19
年
か
ら
５
年
連
続
で
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
支
援
物
資
及

び
義
援
金
と
し
て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ

ま
し
た
。

石井　林さん
（本宮字花町）

藤井　剛さん
（長屋字浦門）

川名　清さん
（高木字北ノ脇）

安藤　進さん
（糠沢字八幡）

三浦俊平さん
（糠沢字光が丘）

高野政治さん
（白岩字関根）

高野房子さん
（白岩字関根）

齋藤文一さん
（白岩字竹ノ作）

齋藤敏子さん
（白岩字竹ノ作）

國分一茂さん
（荒井字荒井）

渡邊一正さん
（高木字大学）

アサヒビール株式会社
代表取締役社長
小路明善さん
（東京都墨田区）

アサヒビール株式会社
福島工場理事工場長
加賀美　昇さん
（荒井字上前畑）

代表取締役社長
沖田満好さん

代表取締役会長
西間木篤志さん

大内綾子さん
（本宮字千代田）

株式会社イワキ

（荒井字久保田）

善
行
表
彰



�広報もとみや12月号

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
澤
給
装
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

尾
崎
武
壽 

さ
ん

（
糠
沢
字
葭
池
）

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援
金
と
し

て
、
岩
根
小
学
校
校
舎
増
築
に
伴
う
太
陽

光
発
電
設
備
導
入
の
た
め
、
多
額
の
寄
附

を
さ
れ
ま
し
た
。

石橋建設工業株式会社
代表取締役
石橋英雄さん
（高木字舟場）

菅野建設工業株式会社
代表取締役
菅野泰助さん
（長屋字征矢田）

川名建設工業株式会社
代表取締役

橋谷田邦男さん
（本宮字田中）

代理で出席された
前澤給装工業㈱福島工場
常務取締役生産
本部長兼開発部長
山本晴紀さん

有限責任会社フォイト
ヒューベルト
リンハードさん

各方面で活躍
各方面での活躍が評価され、多くの方々が様々な賞を受賞されましたのでご紹介します。

　伊藤滋敏さんが平成23年度地方
教育行政功労者表彰を受賞されま
した。
　伊藤さんは、教育委員会委員長・
委員を16年務められ、地方教育行
政の発展のために尽力され文部科
学大臣から表彰されました。

伊藤滋敏さん
（本宮字九縄）

地方教育行政功労者表彰
　渡辺信康さんが全国公共図書館
協議会福島県公共図書館協会表彰
を受賞されました。
　渡辺さんは、図書館協議会委員
を10年務められ、図書行政の発展
のために尽力されて表彰されまし
た。

渡辺信康さん
（白岩字関根）

福島県公共図書館協会表彰

３月に退団された本宮市消防団前分団長に感謝
状が贈られました。

お世話になりました。
退団された消防団分団長に感謝状

武田隆博さん
（糠沢字二斗内）

渡辺成二さん
（長屋字平屋敷）

渡辺浩和さん
（松沢字二ツ橋）

　赤十字ボランティアのつどいが、11月８日郡山市で
開催され、奉仕団功労で本宮赤十字奉仕団が「金色
有功章」を、奉仕団員功労では、永年にわたりボラ
ンティア活動など地域福祉の向上に寄与された10名
の方が「銀色有功章」を受章されました。

赤十字有功章を受賞

受賞の報告に市役所に訪れた皆さん

【銀色有功章受章者】
　菅野　和子さん（高木）
　日下部ミヤ子さん（高木）
　橋本　和江さん（高木）
　佐々木章子さん（青田）
　根本　和子さん（岩根）
　坂元　和子さん（岩根）
　斎藤　祥二さん（長屋）
　橋本　栄子さん（和田）
　塩田サメ子さん（白岩）
　佐藤　英子さん（和田）

南達建設業組合
組合長

石橋英雄さん
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11月号６ページで紹介した内容に誤りがありました。おわびして訂正いたします。
敬老会に参加して　　（誤）末永善夫さん　　（正）末永喜男さん

おわび

　

11
月
３
日
に
、
平
成
23
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
は
４
日
福
島
市

の
知
事
公
館
で
行
わ
れ
、本
宮
市
か
ら
は
、岡
部

善
宜
さ
ん
（
糠
沢
字
久
保
内
）
が
旭
日
双
光

章
を
、
三
瓶
正
喜
さ
ん
（
本
宮
字
上
町
）
が
瑞

宝
双
光
章
を
、
川
名　

榮
さ
ん
（
本
宮
字
反
町
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

旭
日
章
は
主
に
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
け

る
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
方
、
瑞
宝
章
は
公
共

的
な
業
務
に
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
て
功
労
を

積
み
重
ね
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す

　

身
に
余
る
光
栄
で
す
。
地
域
の

方
々
、
諸
先
輩
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
い
た
だ
い
た
。
私
一
人
の
も
の

で
は
な
く
皆
さ
ん
の
受
賞
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岡部さん
喜びの声

岡部善宜さん

旭
日
双
光
章

【略歴】
白沢村職員を経て平成７年に村
長選初当選。３期目途中の平成19
年１月に旧白沢村と旧本宮町が
合併、市長職務代理者を務めた。

　

今
回
２
度
目
の
受
章
に
は
大
変
驚
い
て

い
ま
す
。
家
族
や
消
防
団
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

後
は
、
市
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

川名さん
喜びの声

川名　榮さん

瑞
宝
単
光
章

【略歴】
昭和45年に旧本宮町消防団に入団。
平成14年、町消防団長に就任。平成
18年に藍綬褒章を受章。初代本宮市
消防団長を平成20年まで務めた。

　

家
族
の
協
力
な
し
に
は
続
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
家
族
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
保
護
司
の
定
年
ま
で
あ
と
数
年
と
な

り
、
不
幸
に
し
て
非
行
に
走
っ
て
し
ま
っ

た
彼
ら
が
、
社
会
で
一
日
も
早
く
立
ち
直

る
よ
う
活
動
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

三瓶さん
喜びの声

三瓶正喜さん

瑞
宝
双
光
章

【略歴】
昭和59年から保護司を務め若者
の社会復帰を支援。現在は社会復
帰後の就労支援に特に力を入れ
活躍している。

平
成
23
年
秋
の
叙
勲

本
宮
市
か
ら
３
人
が
受
章

平成23年度
地方自治功労者知事表彰

 平成6年本宮町長に初
当選。平成18年12月31日
まで4期12年9カ月にわた
り本宮町長を務めた。合
併後の平成19年2月に初
代本宮市長に就任。平
成23年2月任期満了によ
り退任。町長および市長
として通算5期16年9カ月
にわたり地方自治の振興
発展に大きく貢献した。

佐藤嘉重さん
（仁井田字村山）

　昭和61年4月に本宮町
議会議員に当選以来平
成15年4月 ま で の5期17
年の長きにわたり在職。
平成11年5月から4年間は
議長として議会の円滑な
運営に尽力した。また本
宮町農業委員会委員と
して4期12年にわたり歴
任し、農業の振興発展
にも多大な貢献をした。

遠藤達男さん
（荒井字荒井）

　地方自治の発展に貢献した功績で、佐藤
嘉重さんと遠藤達男さんが平成��年度地方
自治功労者知事表彰を受賞されました。
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上尾市の産業祭に初めて参加
もとみや産品大盛況

　東日本大震災をきっかけとして交流を進めている、
埼玉県上尾市のあげお産業祭が11月12日と13日に開催
され、本宮市も初めて参加しました。産業祭はたくさ
んの人出で賑い、本宮市の新鮮な野菜や新米などを
PR し、多くの上尾市民の皆さんが農産物や加工品を
買い求めました。また、開会式では安達太良太鼓保
存会による安達太良太鼓も披露しました。

▲多くの方が本宮の産物を買い求めました

▲安達太良太鼓を披露
なかでも人気だった　
烏骨鶏のやきとり

▲

杉並区
ふるさと交流市場
　オープン１周年記念

　10月16日、東京都杉並区
にあるアンテナショップ「ふ
るさと交流市場」のオープン
１周年記念で、「本宮市農産
物フェア」が行われました。
　多くのお客様においでい
ただき、炊きたてのコシヒ
カリの新米に、烏骨鶏の卵
かけご飯を試食してもら
い、贅沢なサービスに多く
のお客さんから好評を博し
ました。

風評に　負けるな！
ふるさとの応援団！
もとみやサポーターの輪が　広がっています

　市では、農畜産物の風評被害対策として、
首都圏を中心に積極的に販売ＰＲ活動を行っ
ています。特に杉並区や板橋区の商店街、相
模女子大学や日本大学経済学部の皆さんにも
応援いただきながら、イベント開催時に参加
させていただいており、市の農産物の安全性
をPRしています。

日本大学経済学部三崎祭
　　　　　　　　　　　　　　いらっしゃいませ！
　10月29日から31日の３日間、本市と交流を続けている日本大学
経済学部新海ゼミナールの学生が、学園祭である「三崎祭」で本
宮市の産品を販売しました。本宮市の地図や放射性物質の解説を掲
示するなど、お
客さんに本宮を
紹介しながら安
全をアピールし
ました。毎年訪
れる近所の方も
多数いるとのこ
とで、米、野菜、
お菓子などは全
て完売しました。

▲元気な声で本宮の産物をPRしてくれました
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相模女子大学生が参加
秋まつりをもりあげる

　本宮市と地域協働活動協定を交わして
いる神奈川県の相模女子大学生12人が、
10月21日から23日、もとみや秋祭りに参加
するため、市内の民宿農家に滞在しまし
た。３日間をとおして、本市に避難してい
る浪江焼きそばの「宝来軒」さんの出店に
協力し、手伝いを行ってくれました。売り
子を始め食材準備などの支援をし、お店の
方からは「若い方のお手伝いのお陰で、３
日間の長丁場を乗り越えることができた」
と感謝の言葉をいただきました。また、本
祭りには「真結女御輿」への担ぎ手として
参加し、慣れない動きや重さに大変苦労し
ている様子でしたが、やり終えた顔には満
足感が満ちていました。

▲出店の手伝い

▲真結女御輿にも参加

なかでも人気だった　
烏骨鶏のやきとり

▲

杉並区
ふるさと交流市場
　オープン１周年記念

▲大好評の新米の試食

相模大野駅で「本宮市応援フェア」
　　　　　　　　　　　　いかがですか？
　10月16日に小田急線相模大野駅で、本宮産品首都圏販売
促進協議会を主体とした「福島県本宮市応援フェア」が開
催されました。当日は、本市と地域活性化事業で交流があ
る相模女子大学の学生10名の協力のもと、同大の学長をは
じめ、副学長や教授、本市の中野副市長が会場を訪れ、農
産物や加工品を積極的に販売しました。販売ブースには、
相模女子大学との地域協働活動の紹介や東日本大震災の被
災状況のパネルが展示されたほか、応援メッセージを送る
コーナーも設置されました。

風評に　負けるな！
ふるさとの応援団！
もとみやサポーターの輪が　広がっています

▲相模大野駅での応援フェア ▲たくさんの応援メッセージ
　も寄せられました
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182億4,154万円182億4,154万円

（Ｈ23．９月末現在の未償還元金
　　　　　　利子は含めない）

工業団地
（商工）
30億円

特別な市債※１
44億7,341万円

公共下水道
51億2,613万円

道路橋りょう（土木）
17億9,550万円

学校等（教育）
19億6,384万円

阿武隈川左岸対策
１億5,428万円

※１　特別な市債：国が交付すべきお金を地方が借入金でまかなうこととされたもの。
　　　返済した金額は交付税に算入されます。

市 債 残 高

●一時借入金の残高　公共下水道事業会計………１億4,000万円（９月末現在）

79億5,345万円79億5,345万円

（Ｈ23．９月末現在の未償還元金
　　　利子及び事務費を含む）

工業用地造成事業
71億8,358万円

農林水産
２億6,284万円

社会福祉
２億4,836万円

その他
２億5,867万円

債務負担行為残高

一般会計 特別会計

その他（消防・農林など）
13億5,266万円

農業集落排水
３億7,572万円

平成23年度上半期の予算執行状況
執行状況
特別会計 国民健康保険、介護保険など、一般会計と分けて設置する特定の事業に関する

会計。

会　　計　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険
事業勘定 29億4,090万円 12億203万円 40.87％ 11億4,004万円 38.77％
直営診療所 1億1,936万円 3,455万円 28.95％ 4,144万円 34.72％

後期高齢者医療 2億2,964万円 7,752万円 33.76％ 6,689万円 29.13％

介護保険
保険事業 18億7,200万円 7億525万円 37.67％ 7億1,402万円 38.14％
介護サービス事業 1,253万円 903万円 72.07％ 238万円 18.99％

公共下水道事業 10億3,609万円 3億3,783万円 32.61％ 3億5,835万円 34.59％
農業集落排水事業 2億1,065万円 3,828万円 18.17％ 2,715万円 12.89％
工業用地造成事業 7億4,762万円 1億9,718万円 26.37％ 12万円 0.02％
工業用地資産運用事業 1億1,462万円 4,762万円 41.55％ 0円 0.00％
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 1億6,813万円 1億468万円 62.26％ 9,835万円 58.50％

合　　　計 74億5,154万円 27億5,397万円 36.96％ 24億4,874万円 32.86％

企業会計 使用料金などの収益で運営している会計。本宮市では水道事業があります。

会　計　名
収　　　　入 支　　　　出

予 算 額 執 行 額 執行率 予 算 額 執 行 額 執行率

水道事業
収益的 9億4,213万円 4億2,351万円 44.95％ 8億4,108万円 2億7,582万円 32.79％
資本的 4億7,136万円 0円 0.00％ 10億6,711万円 4億7,418万円 44.44％

市債残高（Ｈ23．９月末現在の未償還元金）　35億2,455万円　　　　　一時借入金残高　　0円

このページに関するお問い合わせは財政課財政係（内線232）へ　ホームページもご覧ください。
http://www.city.motomiya.lg.jp/

借入金の状況
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本宮市では、「本宮市財政状況の作成及び公
表に関する条例」に基づき市の財政を公表
し、財政に対するご理解とご協力をいただ
いています。皆さんから納めていただいてい
る税金などの収入はどのくらいあるのか、ま
た、そのお金はどのように使われたのか、
上半期（4月１日～9月30日）の財政状況がま
とまりましたので、お知らせいたします。

一般会計

区　　分 予算現額
（内繰越分）

収入済額
（内繰越分） 収入率

市　　　　　 税 38億886万円 20億9,442万円 54.99％

交　　 付　　 税 32億7,011万円 27億7,162万円 84.76％

借　　 入　　 金 27億1,960万円
（6,500万円） 0円 0％

国からの補助金 34億8,717万円
（2億4,143万円） 5億8,326万円 16.73％

県からの補助金 7億9,286万円
（506万円）

6,074万円
（1,916万円） 7.66％

そ　　 の　　 他 31億4,279万円
（3億1,141万円）

21億5,924万円
（2億6,680万円） 68.70％

合　　　計 172億2,139万円
（6億2,290万円）

76億6,928万円
（2億8,596万円） 44.53％

〈歳入〉

区　　分 予算現額
（内繰越分）

支出済額
（内繰越分） 執行率

医療・福祉・保健などに関
する費用（民生費・衛生費）

49億6,698万円
（2,157万円）

18億3,766万円
（1,435万円） 37.00％

小中学校・幼稚園・社会教
育に関する費用（教育費）

17億9,001万円
（1億7,926万円）

5億7,631万円
（3,267万円） 32.20％

道路・公営住宅等に関
する費用（土木費）

21億7,162万円
（4億66万円）

7億1,587万円
（3億722万円） 32.96％

過去に借りたお金の返
済金（公債費） 11億1,342万円 5億2,368万円 47.03％

産業を育て経済を活性化する
ための費用（労働費・商工費）

7億1,010万円
（400万円）

1億5,094万円
　（249万円） 21.26％

農業振興に関する費
用（農林水産業費）

3億2,594万円
（326万円）

1億1,899万円
（326万円） 36.51％

災害復旧に関する費用
（災害復旧費） 28億3,765万円 3億3,755万円 11.90％

その他（議会費・総務
費・消防費・予備費）

33億567万円
（1,415万円）

16億2,868万円
（1,415万円） 49.27％

合　　　計 172億2,139万円
（6億2,290万円）

58億8,968万円
（3億7,414万円） 34.20％

〈歳出〉

予算の状況
当初予算
　今年度は、幼保一元化施設建設工事、
本宮駅前東口広場整備工事、岩根小学
校増築校舎建設工事、子宮頸がん等予
防接種事業などを行います。予算規模は
前年度に比べて7.5％の増となりました。
補正予算
　3月11日の震災を受け、震災後の道路
や公共施設などの災害復旧工事、表土
除去などの放射能対策関連工事、ホー
ルボディーカウンター購入費など42億
7,149万円の予算を追加しました。
【主な補正予算項目】
・ため池災害復旧事業� 12億7,960万円
・道路橋りょう災害復旧事業� 5億9,670万円
・中学校災害復旧事業� 4億6,138万円
・放射能対策関連工事� 2億6,575万円
・災害廃棄物処理業務委託料� 1億2,494万円
・放射能汚染土壌撤去工事� 1億66万円
・農業用水路災害復旧事業� 7,540万円
・ホールボディカウンター� 4,500万円
・公園災害復旧事業� 4,675万円
・保育所災害復旧事業� 4,542万円
・線量低減活動支援事業補助金� 4,060万円
・被災住宅修繕見舞金� 3,500万円
・老人福祉センター災害復旧事業� 2,880万円
予算現額
当初予算額� 123億2,700万円
補正予算額� 42億7,149万円
前年度からの繰越額� 6億2,290万円
　　合　　　計� 172億2,139万円

基金の状況
　基金は、特定の目的のために積み立
てた資金のことです。災害復旧事業及
び放射能対策事業等に財政調整基金を
取り崩しましたので、平成22年度末と
比べて３億6,022万円減りました。

基　　金　　名 Ｈ23．９月末残高
財 政 調 整 基 金 10億511万円
減 債 基 金 1億43万円
教育施設等整備事業基金 4億6,347万円
地 域 福 祉 基 金 4億1,056万円
文化スポーツ振興基金 1,748万円
白沢総合支所庁舎建設基金 1,125万円
そ　　　 の　　　 他 4,463万円
合　　　　　計 20億5,293万円

※定額運用基金は含んでおりません。
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　地方公務員法及び本宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市職員の給与や
職員数、勤務条件などの人事行政の運営等の状況について公表します。

１．職員の任免や職員数に関する状況
（１）職員数の推移（各年４月１日現在）

200

250

300

350

234

（人）

全職員
普通会計

Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

323
308

295 289
277 273 264 263 257289

275
264 257 251 246 239 240

（２）部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部　門

区　分

普 通 会 計 部 門 公営企業等会計部門 合　
　

計

一 般 行 政 部 門 教
育
部
門

議　

会

総　

務

税　

務

民　

生

衛　

生

労　

働

農　

水

商　

工

土　

木

小　

計

病　

院

水　

道

下
水
道

そ
の
他

小　

計
職
員
数

平成22年 3 64 15 60 13 0 14 5 20 194 46 3 9 2 9 23 263
平成23年 4 64 14 60 14 0 12 5 18 191 43 3 9 2 9 23 257

対前年増減数 1 0 ▲1 0 1 0 ▲2 0 ▲2 ▲3 ▲3 0 0 0 0 0 ▲6

（注） 本市は平成19年１月１日に合併したことから、合併前に係る数値については、旧本宮町、旧白沢村の合計の数値を掲
載したものです。

（３）年齢別職員構成の状況（平成��年４月１日現在）

区　分
20歳
未満

20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳
以上

計～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳
職員数 1人 12人 19人 9人 18人 27人 25人 21人 33人 54人 36人 2人 257人

（注）職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数で、教育長を含みます。

（４）職員の採用・退職の状況（平成��年４月２日～平成��年４月１日）
区　分 職員数 内　　　　　訳
採用者数 11人 職員採用11人（うち中途採用２人）
退職者数 17人 定年９人　自己都合１人　再任用終了４人　その他３人

（注）職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数で、教育長を含みます。

２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（平成��年度一般会計決算）
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率
（22年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ
31,678人 12,519,008千円 509,448千円 2,123,325千円 16．9％

（注）①人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含まれます。

本宮市の人事行政の運営等の状況を公表します

（注）①職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数で、教育長を含みます。
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（２）職員給与費の状況（平成��年度一般会計当初予算）
職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり
Ａ 給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ 給与費　Ｂ／Ａ
231人 941,873千円 114,574千円 347,517千円 1,403,964千円 6,078

（３）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成��年４月１日現在）

区　分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職 員
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本宮市 44歳８月 345,795円 398,495円 52歳５月 346,500円 375,907円
国 42歳３月 327,205円 397,723円 49歳５月 283,862円 321,662円

（注）①「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在の各職種毎の職員の基本給の平均です。
　　　② 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われている扶養手当、住居手当、超過勤務手当などの諸手当の額を合計し

たもので、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

（４）職員の初任給及び経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成��年４月１日現在）

区　　　分
初　　任　　給 経　　験　　年　　数

本宮市 国 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職 大学卒 175,100円 172,200円 280,200円 315,300円 361,000円
高校卒 142,500円 140,100円 236,900円 285,700円 329,400円

（注）教育職、福祉職の初任給については、一般行政職に同じ。

（５）一般行政職の級別職員数の状況（平成��年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職名

主事
技師 副主査

課長補佐
主任主査
係長
主査

課長
主幹
課長補佐
副主幹

部次長
課長
主幹

部次長
参事 部長

職員数 18人 10人 43人 36人 40人 13人 6人 166人
構成比 10.8％ 6.0％ 25.9％ 21.7％ 24.1％ 7.8％ 3.7％ 100.0％

（注）職員数は、地方公務員給与実態調査に基づく一般行政職の職員数です。

（６）期末・勤勉手当の支給割合（平成��年度）
区　分 ６月 12月 計
期末手当 1.250月 1.300月 2.550月
勤勉手当 0.700月 0.650月 1.350月
計 1.950月 1.950月 3.900月

（７）退職手当の支給割合（平成��年度）
区　分 自己都合 定年・勧奨 備　考
勤続20年 23.50月 30.55月 （その他の

加算措置）
定年前早期退職特
例措置２％～20％
加算

勤続25年 33.50月 41.34月
勤続35年 47.50月 59.28月
最高限度額 59.28月 59.28月

（８）特別職の報酬等の状況（平成��年４月１日現在）
区　分 給料月額 期末手当
市　長 736,000円 （平成22年度支給割合）

６月期1.45月
12月期1.45月
　計　2.90月

副市長 630,000円
教育長 579,600円

（注） 市長については、給料月額の10分の２を減額し、副市長・教育
長については、給料月額の10分の１を減額しております。

区　分 報酬月額 期末手当
議　長 414,000円

（平成22年度支給割合）
６月期1.45月
12月期1.45月
　計　2.90月

副議長 322,000円

常任委員長
議会運営委員長 310,000円

議　員 300,000円

◆詳細は、ホームページでも閲覧できます。また、市役所総務課および白沢総合支所地域振興課でも
閲覧できます。
◆問い合わせ先　総務課　職員係（内線216）

（注）職員の給与については、職員の特別調整額の100分の10を減額しております。
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みんなのひろば
ありがとう

私の随想録

こどものひろばこどものひろば
本宮市立和田小学校

相樂　正弘　校長

【児　童　数】
85名（平成23年10月１日現在）

　武田さんの趣味は、映画鑑賞で楽し
みなことは一日の終わりに飲むコーラ
だそう。特技は５年のブランクがある
バスケットボール！とさわやかな笑顔
で話してくれました。

武田　友貴さん
TAKEDA YŪKI

（糠沢字礼堂）

今月の人

　

普
段
、
な
か
な
か
言
え
な
い

「
あ
り
が
と
う
」
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り

が
と
う
。
こ
こ
ま
で
育
っ
て
き

た
の
は
や
っ
ぱ
り
あ
な
た
た
ち

の
お
か
げ
で
す
。
あ
な
た
た
ち

の
子
ど
も
で
本
当
に
良
か
っ
た
。

陰
な
が
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
両
親
に
感
謝
。

　

弟
妹
に
あ
り
が
と
う
。
ダ
メ

兄
貴
に
な
ん
だ
か
ん
だ
遊
び
に

付
き
合
っ
て
く
れ
る
お
前
た
ち
に
感

謝
。

　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
り

が
と
う
。
あ
な
た
た
ち
が
い
た
か
ら
今

の
僕
が
い
ま
す
。
会
う
と
い
つ
も
優
し

く
し
て
く
れ
る
あ
な
た
た
ち
に
感
謝
。

ま
だ
ま
だ
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

先
輩
、
後
輩
、
友
人
の
出
会
い
に
あ

り
が
と
う
。
最
高
の
仲
間
た
ち
が
僕
に

は
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
と
の
出
会

い
、つ
な
が
り
に
感
謝
。
一
生
モ
ン
で
す
。

　

本
宮
市
あ
り
が
と
う
。
ど
ん
な
い
い

所
に
旅
行
に
行
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
本
宮

に
帰
っ
て
く
る
と
、
こ
こ
が
一
番
だ
な
ぁ

と
思
う
。
自
然
・
食
べ
物
・
人
・
す
べ

て
が
最
高
な
本
宮
。こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ

た
こ
と
に
感
謝
。

　

妻
に
あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
と
の
出

会
い
が
僕
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で

一
番
の
あ
り
が
と
う
。

　

最
後
に
こ
こ
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た

た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
の
あ
る
人
た
ち

に
あ
り
が
と
う
。

　

そ
し
て
一
年
の
締
め
く
く
り
に
こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

「
広
報
も
と
み
や
」
に
感
謝
。

　

私
事
を
と
に
か
く
ズ
ラ
ー
ッ
と
書
い

て
き
ま
し
た
が
最
後
ま
で
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
あ
な
た
に
「
あ
り
が
と
う
」

　

そ
れ
で
は
良
い
お
年
を
!!

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
鈴
木　

昇
治
さ
ん
（
白
岩

字
根
岸
）
の
予
定
で
す
。

　

和
田
小
学
校
は
、
学
校
の
窓

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
ま
る
で
絵
画

の
よ
う
な
美
し
い
自
然
に
囲
ま

れ
た
学
校
で
す
。
特
に
図
工
室

の
北
西
側
の
窓
に
は
安
達
太
良

山
の
雄
大
な
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

教
育
目
標
は
、「
よ
く
考
え
る

子
ど
も
」「
心
豊
か
な
子
ど
も
」

「
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
で
す
。

　

本
校
で
特
徴
の
あ
る
活
動
と

し
て
、
縦
割
り
班
活
動
が
あ
り

ま
す
。
６
年
生
の
班
長
を
中
心

と
し
て
各
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

85
人
全
員
が
主
役
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

特
に
６
年
生
は
、
各
活
動
ご

と
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

担
当
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、

自
分
た
ち
で
計
画
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
委
員
長
も
い
ろ
い

ろ
な
子
ど
も
が
担
当
し
、
活
躍

の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、「
み
ん
な
で
作
っ
て

食
べ
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
か
し
た
餅
米
を
各
自
が
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
で
作
っ
た
容
器

で
つ
き
、
雑
煮
汁
や
き
な
こ
餅

な
ど
に
し
て
食
べ
る
活
動
で
す
。

　

１
～
２
年
生
は
、
し
め
じ
や

し
み
豆
腐
を
ち
ぎ
っ
て
準
備
し

ま
し
た
。
３
～
４
年
生
は
き
な

こ
を
ま
ぜ
た
り
あ
ん
こ
を
分
け

た
り
し
ま
し
た
。
５
～
６
年
生

は
、
野
菜
を
切
っ
て
雑
煮
汁
を

作
り
ま
し
た
。

　

各
班
ご
と
に
お
い
し
く
い
た

▲新婚旅行で沖縄へ行った時の思い出の一枚
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本
宮
市
真
結
女
御
輿
会

会
長  

根
本　

守 

さ
ん

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ゲ
ー
ム
集
会

や
６
年
生
を
送
る
会
な
ど
、
多

様
な
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
な
る
集
団
に
よ
る
活
動
を
通

■
御
輿
会
の
活
動

　

真
結
女
御
輿
は
、
本
宮
市
の
地
域
振
興
を

図
る
た
め
、
本
宮
秋
ま
つ
り
へ
の
参
画
と
地

域
間
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
・
研
修

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
約
90
人
の
会
員
（
正
会
員
・

準
会
員
お
よ
び
特
別
会
員
）
が
お
り
、
毎
年

秋
ま
つ
り
本
番
に
向
け
て
５
月
頃
か
ら
運
行

計
画
な
ど
の
準
備
や
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
若
松
や
い
わ
き
四
倉
地
区
、
浅

草
の
三
社
祭
や
栃
木
県
鬼
怒
川
な
ど
県
内
外

の
地
域
間
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
本
宮
の
秋
ま
つ
り
に
も
、
浅
草
や
鬼
怒

▲「真結女御輿は縁結びの御輿なんですよ。」と真
結女御輿の名前の由来を話す根本会長

川
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
事
業
の
後
に
、
懇
親
会
を

行
い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

■
会
長
と
し
て
の
思
い

　

私
は
、
昨
年
か
ら
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、

会
員
は
も
と
よ
り
役
員
の
皆
さ
ん
や
、
市
の

観
光
物
産
協
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
真
結
女
御
輿
は
、
昭
和
62
年
に

当
時
の
本
宮
町
観
光
協
会
が
主
体
と
な
り
、

秋
ま
つ
り
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
若
い
女

性
に
よ
る
御
輿
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
思
い
を
寄
せ
る
男
性
の
こ
と
を
31
文
字
（
み

そ
ひ
と
も
じ
）
に
書
き
起
こ
し
真
弓
の
木
に

結
び
つ
け
て
、
思
う
男
性
の
家
の
門
に
そ
の

木
を
立
て
掛
け
る
と
、
真
弓
は
他
の
木
よ
り

早
く
染
ま
る
こ
と
か
ら
思
い
が
叶
う
」
と
い

う
、
古
来
の
言
い
伝
え
か
ら
、
縁
結
び
の
御

輿
と
し
て
「
真
結
女
御
輿
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
、
真
結
女
御
輿
を
創
設
し
た

当
時
、
本
宮
町
観
光
協
会
の
事
務
局
と
し
て

携
わ
り
「
真
結
女
御
輿
」
の
名
を
発
案
し
た

一
人
と
し
て
、
今
年
、
当
御
輿
会
が
昭
和
63

年
の
発
足
以
来
、
25
周
年
を
迎
え
地
域
に
根

ざ
し
て
、
秋
ま
つ
り
に
運
行
で
き
た
こ
と
は

多
く
の
市
民
の
方
々
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
秋
ま
つ
り

に
欠
か
せ
な
い
「
真
結
女
御
輿
」
と
し
て
永

く
後
世
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

釣
り
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
夏
は
海
に

出
か
け
カ
レ
イ
釣
り
、
冬
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

Interview No.18

活躍人訪問

秘 情報
エフエ ム モ　ッ　ト コム

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　KaoRi
◆本　名：
　丹野　香織
◆出　身：須賀川市
◆趣　味：音楽鑑賞

◆担当番組：DJ KaoRiのRadio Party♪
　　　　　　（毎週木曜日　午後７時30分～）
　　　　　　（毎週日曜日　午後８時30分～）
◆リスナーに一言：
　日本人の強さを感じた2011年でした。
　2012年も、前を向いてがんばりましょう。

あの声は、私です…

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
社
会
性
を
育
成
し
て
い
き

ま
す
。

▲餅をついている様子

▲

和
田
小
学
校
一
年
間
の
活
動

　

現
６
年
生
14
人
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な つかしい本宮の思い出
～東京あだたら会総会～

　旧本宮町出身で首都圏在住の
方々で組織される「東京あだたら
会」（会長：鈴木久元さん）の第18
回総会・懇親会が11月12日、東京
都四ツ谷で開催されました。総会には、高松市長と作田議長も出席し交流を深めました。
　会場内では、本宮高等学校を卒業後上京し、様々なイベントなどで活躍しているアコースティッ
クギタリスト　ダニエル　コフリンさんの演奏や、本宮の特産品の紹介も行われ、多くの人がふる
さとを懐かしみながら会話を弾ませました。

カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

見 事　準優勝
～全国高等学校アームレスリング選手権大会～

　10月23日に茨城県で行われた、全国高等学校アームレスリング選手
権大会に出場した、本宮高等学校３年の川上健太さん（本宮字兼谷平）
が、男子右60キロ級で準優勝に輝き、右70キロでは３位に入賞しまし
た。川上さんは、「昨年準優勝し、今年は優勝目指して練習を重ねまし
た。結果は準優勝でしたが、悔いのない試合をすることができました」
と喜びの声を聞かせてくれました。同校古川校長は、「素晴らしい結果
です。これからも活躍を期待します」と川上さんをたたえました。

た くさん友達をつくろう
～小学校６年生交歓会～

▲せ～の！息を合わせてバランスをとって立ち上がるよ

　本宮市小学校６年生交歓会が11月９日、総
合体育館で行われました。市内の６年生約
300人が参加し、学校の枠を超えたレクリ
エーション活動を通し、多くの友達と親睦を
深めました。

元 気に大きくなれよ～
～放鳥事業～

▲元気に飛び立つヤマドリ

　福島県猟友会本宮支部（支部長　船生政勝さん）
では、11月１日に花山公園で安達太良神社ゆかり
の鳥であるヤマドリ８羽の放鳥を行いました。ヤ
マドリは福島県猟友会が用意したもので、本宮支
部の各分会から11名が参加し、東日本大震災から
の復興を祈念して放鳥が行われました。

▲川上さん（左）と古川本宮高等学校長

▲約60人が参加して行われました
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　本宮市の行政
改革について審
議いただくため、
市民の代表者で
構成される「本
宮市行政改革推
進委員会」が、
10月17日に開か
れました。

　公募による２人を含む10人の推進委員に市長から辞
令が交付され、会長と副会長が選任されました。
　委員会では、市長から「組織機構見直し案」につい
ての諮問を受け、答申に向けた検討に入りました。

◆本宮市行政改革推進委員の皆さん（敬称省略）
　�会長　伊豆伸一（本宮）、副会長　石川義弘（白岩）、委
員　渡邊康一（長屋）、磯松浅治（和田）、佐々木光一（本
宮）、後藤清太郎（荒井）、宍戸喜代子（岩根）、根本
和子（高木）、眞島和好（本宮）、塩田月子（糠沢）

空 気が乾燥する季節です
～秋季消防連合観閲式・一日消防署長一日消防団長～

▲通常点検開始報告を受ける
　渡辺本宮支部長（左）

　11月６日、福島県消防協会本宮支部で
は、大玉村村民運動場で秋季消防連合観
閲式が行われました。消防団関係者約550
人が参加し、通常点検など日頃の訓練の
成果を披露しました。
　また11月９日には、一日消防署長・一
日消防団長が市内事業所や幼稚園などを
訪問し火災予防を呼びかけました。

よ ろしくお願いします
～本宮市行政改革推進委員会を開催～

一 緒にガンバロウ
～本宮ロータリークラブ地域づくり支援～

▲浪江町自治会代表で挨拶する高木伸一さん

　11月13日に、本宮ロータリークラブ主催の南達地方仮
設住居地支援プロジェクト「地域づくり支援激励の集
い」がえぽかで行われました。東日本大震災で避難を
余儀なくされ仮設住宅などに入居している富岡町・浪
江町の方々を歓迎し励まそうと開催されたもので、それ
ぞれの町の新しい自治会組織の代表者の方々が参加し、
支援金の贈呈や、「いまこの地でよりよい生活のために」
をテーマにミニシンポジウムが開かれました。

絆 を育む
～復興応援卓球教室～

▲トップクラス選手の模範試合に見入る子どもたち

　協和発酵キリン㈱主催の復興応援活動「子
どもの笑顔づくり支援卓球教室」が11月12日
に総合体育館で行われました。卓球を通じて
被災した子どもたちの元気と笑顔を取り戻そ
うと実業団トップクラスの卓球選手らが卓球
の技術指導などを行いました。また卓球台や
ラケットなどの備品も贈られました。この活
動は３年間継続して実施されます。

（前列左）一日消防団長を務めた
　　　　大内郁奈さん（高木字井戸上）
（前列右）一日消防署長を務めた
　　　　石川　希さん（白岩字堤崎）

▲

▲高松市長から諮問を受ける伊豆会長（右）



1�広報もとみや12月号

本宮は　みんなが愛する　本の街
からのしらさわ夢図書館

中央公民館図書室ご案内

◆問い合わせ先
しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

［絵本・児童書・紙芝居］ ［一般書・実用書］

●妊婦さんへのおはなし会
と　　き：12月16日（金）10：30～10：50
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： おなかの赤ちゃんへの絵本の読み聞かせや

わらべうた、ふれあいあそびなどを、実際
に一緒に行います。（このおはなし会の後、
赤ちゃんおはなし会にも参加できます。）

対　　象：妊婦さんとその家族
●赤ちゃんおはなし会
と　　き：12月16日（金）11：00～11：20
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： 赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわらべ

うた、親子でのふれあいあそびなどを行
います。また赤ちゃんへの接し方や子育
て豆知識などについてもお話します。

対　　象：赤ちゃん（２才くらいまで）とその保護者

しらさわ夢図書館のおはなし会

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送などで少々時間を頂く場合がありますので、ご了承ください
　（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）。

新着本
・太陽のくに …………………エヴァ　アスムセン
・食物連鎖の大研究 …………………… 目黒伸一
・うできき四人きょうだい ………………… グリム
・しっぽのつり ………………………… 水谷章三
・せんろはつづくどこまでつづく …… 鈴木まもる
・灰色の王 ……………………スーザン　クーパー
・10代をよりよく生きる読書案内 …… こやま峰子
・高校受験すぐにできる40のこと……… 中谷彰宏
・アスリートたちの英語トレーニング術 岡田圭子

イベ ント

・ガンディー魂の言葉 …… マハトマ　ガンディー
・官僚の責任 …………………………… 古賀茂明
・大災害から復活する日本 …………… 副島隆彦
・新・堕落論 ………………………… 石原慎太郎
・漢方毒出しスープ ………………… 新開ミヤ子
・美しい村に放射能が降った ………… 菅野典雄
・「フクシマ」論 ………………………… 開沼　博
・フェルメール光の王国 ……………… 福岡伸一
・わたくしが旅から学んだこと ……… 兼高かおる

キャラクター
モトム（本夢）くん

※図書館・図書室の行事については、その都度内容が若干
変わる場合があります。あらかじめご了承ください。

●冬の特別おはなし会
と　　き：12月18日（日）11：00～11：45
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう： いつものおはなし会の特別版。紙芝居、

手袋人形、エプロンシアターなど、お話
や絵本を親子で楽しめるプログラムです。

●定例おはなし会
と　　き：12月11日（日）10：30～11：30
と こ ろ：中央公民館　児童室
ないよう： 絵本の読み聞かせ、紙しばい、エプロ

ンシアター、パネルシアター、工作など
対　　象：幼児とその保護者

中央公民館図書室のおはなし会

  平成23年度本宮市読書感想文・読書感想画コンクール表彰式
　「本宮市子ども読書活動推進計画」の「読書の街もとみや」
を推進する事業として「第１回本宮市読書感想文・読書感想
画コンクール」が開催されました。市内の小学生の力作、読
書感想文142点、読書感想画24点の応募があり、10月25日の
選考委員会で受賞者が決定しました。読書週間の11月５日に

表彰式が行
われ、一人
一人に原瀬
教育長から
賞状と記念
品が手渡さ
れました。

読書感想文の部
最優秀賞（１点） 五百川小学校 ６年　遠藤そよか
優 秀 賞（２点） 本宮小学校 ６年　柴田　涼介
 五百川小学校 ６年　大内　奈那
佳　　作（４点） 五百川小学校 １年　公家　礼紗
 本宮小学校 ５年　吉田　陽海
 本宮小学校 ６年　山中　志織
 本宮小学校 ４年　根本　健蔵
読書感想画の部
最優秀賞（１点） 岩根小学校 ２年　髙橋　裕太
優 秀 賞（２点） 本宮小学校 ６年　日下部礼衣
 五百川小学校 １年　松岡　颯馬
佳　　作（４点） 糠沢小学校 ４年　遠藤　紗代
 本宮小学校 ５年　桑島美寿々
 本宮小学校 ２年　野澤　月乃
 本宮まゆみ小学校 １年　河合　優羽▲受賞した皆さん



1� 広報もとみや12月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

平
成
23
年
分
本
宮
地
区
確
定
申
告
受
付

会
場
を
次
の
通
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
［
変
更
前
］
市
役
所
２
階
会
議
室

　
　
　
　
　

↓

　
［
変
更
後
］
本
宮
第
一
中
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
（
旧
本
宮
体
育
館
）
会
議
室

　

な
お
、
確
定
申
告
受
付
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回
１
月
号
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

☎
３
３―

１
１
１
１（
内
線
１
６
４
・
１
６
５
）

　

菅
田
橋
の
架
替
工
事
（
旧
橋
撤
去
工
事
）

に
よ
り
、
通
行
止
い
た
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
新
橋
梁
工
事
を
施
工
し
て
お

り
、
通
行
止
期
間
後
は
新
橋
梁
を
一
部
供
用
開

始
す
る
予
定
で
す
。

◆
期
間　

 

平
成
24
年
１
月
５
日（
木
）か
ら

平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）ま
で

◆ 

区
間　

二
本
松
市
十
神
（
市
道
交
差
点
）

か
ら
本
宮
市
和
田
（
県
道
交
差
点
）
ま
で

◆ 

迂
回
路　

舟
形
橋
（
２
㎞
下
流
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

白
沢
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

☎
４
４―

２
１
１
５
（
直
通
）

　

本
宮
市
で
は
、
本
宮
駅
前
広
場
の
拡
張

に
と
も
な
い
、
本
宮
駅
周
辺
の
活
気
と
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
本
宮
駅
周
辺

に
ぎ
わ
い
創
出
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
平
成
23
年

12
月
14
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方

◆
募
集
人
数　

２
名
以
内

◆
任
期　

提
言
書
を
策
定
す
る
ま
で
（
約
１
年
）

◆ 
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募

動
機
等
を
記
載
の
う
え
商
工
労
政
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
用
紙
は
本
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
商
工
労
政
課
窓
口
、
白
沢
総
合
支
所

窓
口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
応
募
締
切　

12
月
14
日（
水
）（
消
印
有
効
）

◆
選
考
方
法　

書
類
審
査

◆
結
果
通
知　

応
募
者
全
員
に
通
知

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
労
政
課　

商
工
労
政
係

　

☎
３
３―

１
１
１
１
（
内
線
１
５
２
）

個
人
事
業
税
と
は

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所

を
設
け
、
物
品
販
売
業
や
不
動
産
貸
付
業
な

ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
を
行
う
個

人
の
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、
県
北
地
方
振
興

局
県
税
部
か
ら
12
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
が
、
第
１
期
分
は
１
月
４
日
ま

で
、
第
２
期
分
は
２
月
29
日
ま
で
の
２
回
に
分

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、

１
月
４
日
ま
で
に
一
括
し
て
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
勧
め
し
ま
す
！
口
座
振
替
制
度

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
手
続
用
紙
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
北
地
方
振
興

局
県
税
部
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

●
個
人
事
業
税
に
つ
い
て

☎
０
２
４―

５
２
３―
４
６
９
８
（
課
税
第
一
課
）

●
口
座
振
替
制
度
に
つ
い
て

☎
０
２
４―

５
２
３―

３
５
９
４
（
納
税
課
）

本
宮
地
区
確
定
申
告
受
付
会
場

変
更
の
お
知
ら
せ

菅
田
橋
通
行
止
の
お
知
ら
せ

本
宮
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
創
出

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

本宮市本宮字

司法書士遠藤宏文事務所

相続手続は済んでますか？
ご相談ください！（相談無料、土日も相談可能）

郡山市桑野４－７－19－306
TEL 024－953－6114

その他　遺言書、贈与、不動産登記、債務整理・破産
　　　　裁判所への提出書類作成、日常トラブルなど
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お
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せ
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健　
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福　
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光
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知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　
『
毎
日
、
手
軽
に
続
け
ら
れ
る
』
を
目
標

に
、
料
理
教
室
を
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時
と
テ
ー
マ

①
12
月
26
日
（
月
）、
男
性
の
料
理
教
室

～
お
正
月
料
理
～

②
１
月
18
日
（
水
）、

　

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る
た
め
に

～
上
手
に
乳
製
品
を
～

③
２
月
20
日
（
月
）、
高
血
圧
予
防

～
楽
し
く
減
塩
を
～

④
３
月
19
日
（
月
）、
郷
土
料
理

　

開
催
時
間
は
各
回
と
も

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

◆
場
所　

え
ぽ
か
調
理
室

◆
参
加
費　
３
０
０
～
５
０
０
円
（
材
料
費
実
費
）

【 

持
参
す
る
も
の
】　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）、　

筆
記
用
具
、
参
加
費

◆
定
員　

30
名

◆
申
込
期
限　

実
施
日
の
10
日
前
ま
で

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）☎
６
３―

２
７
８
０

　

白
沢
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
４
４―

４
１
８
８

　

新
春
ミ
ニ
街
頭
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時　

１
月
20
日
（
金
）

　

①
午
前
９
時
か
ら
11
時
30
分

　

②
午
後
３
時
か
ら
６
時

◆
場
所　

え
ぽ
か

※ 

受
付
場
所
は
え
ぽ
か
玄
関
ロ
ビ
ー
に
な
り
ま
す
。

◆
内
容

　

献
血
の
種
類
は
、
全
血
献
血
（
２
０
０

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
・
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）

で
す
。
献
血
が
出
来
る
年
齢
は
、
16
歳
か

ら
69
歳
ま
で
の
方
で
、
体
重
が
男
性
45
キ

ロ
、
女
性
40
キ
ロ
以
上
で
健
康
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）☎
６
３―

２
７
８
０

　

順
調
な
妊
娠
、
楽
し
い
マ
タ
ニ
テ
ィ
期

が
過
ご
せ
る
よ
う
、
パ
パ
・
マ
マ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
と
テ
ー
マ

①
12
月
19
日
（
月
）、
妊
娠
中
の
過
ご
し
方

　

～
栄
養
と
歯
の
健
康
に
つ
い
て
～

②
２
月
27
日
（
月
）、

　

出
産
準
備
と
育
児
に
つ
い
て

　

～
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
～

　

開
催
時
間
は
各
回
と
も

　
　

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分

◆
対
象
者

　

妊
娠
届
け
出
を
し
た
夫
婦
と
そ
の
家
族
。

ご
夫
婦
で
も
、
お
一
人
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
申
込
み
方
法

　

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必
ず
電
話

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

え
ぽ
か

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課（
え
ぽ
か
内
）☎
６
３―

２
７
８
０

～
好
評
開
催
中
で
す
！

　

お
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
～

　

身
体
測
定
と
ボ
デ
ィ
改
造
の
た
め
の
基

本
動
作
を
学
び
、
さ
ら
に
お
楽
し
み
健
康

講
座
が
あ
り
ま
す
。
体
型
が
気
に
な
る
！

健
康
増
進
を
図
り
た
い
！
生
活
習
慣
を
変

え
た
い
！
方
は
、
え
ぽ
か
へ
集
合
で
す
。

◆
日
時　

12
月
５
日（
月
）、１
月
16
日（
月
）、

　
　
　
　

２
月
13
日（
月
）、３
月
５
日（
月
）

　
　
　
　

昼
コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

夜
コ
ー
ス　

午
後
７
時
か
ら

◆
会
場　

え
ぽ
か　

健
康
増
進
広
場

◆
内
容　

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
身
体
計
測
）

　
　
　
　

・ 

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　

・
ミ
ニ
健
康
講
座
（
お
楽
し
み
）

◆
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

★
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

　

★
動
き
や
す
い
衣
服
（
更
衣
室
あ
り
）

　

★ 

水
・お
茶
な
ど
の
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

※
申
込
み
は
不
要
で
す

※ 

身
体
計
測
（
腹
囲
含
む
）
を
行
い
ま
す
の

で
、
開
始
時
間
前
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※ 

夜
コ
ー
ス
は
参
加
人
数
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
６
３―

２
７
８
０

正
月
用
は
し
入
れ
と

お
年
玉
袋
作
り

　

正
月
用
は
し
入
れ
と
お
年
玉
袋
を
折
り

紙
で
作
り
ま
す
。

　

お
手
製
の
は
し
入
れ
を
食
卓
に
並
べ
、
新

鮮
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

◆
場
所　

イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場

え
ぽ
か
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

え
ぽ
か
の
台
所
開
催
の
お
知
ら
せ

新
春
ミ
ニ
街
頭
献
血
の
お
知
ら
せ

パ
パ
・
マ
マ
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

本
宮
市
健
康
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品

杜の中の斎場
ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

「
ク
リ
ス
マ
ス
・

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」

　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
幼
児
教

育
学
科
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
よ
り
、
え
ぽ
か

子
育
て
支
援
事
業
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ン
ド

ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
ハ
ン

ド
ベ
ル
の
音
色
に
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

演
奏
後
は
、
紙
芝
居
を
見
た
り
、
お
姉

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
た
り
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

※
次
回
は
、
１
月
28
日
（
土
）
で
す
。

◆
場
所　
　

イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場

え
ぽ
か
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
音
楽
科
の

音
楽
療
法
士
資
格
取
得
予
定
の
学
生
さ
ん

た
ち
に
よ
る
楽
し
い
癒
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

　

フ
ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音
色
を

楽
し
み
な
が
ら
昔
な
つ
か
し
い
唱
歌
な
ど

を
歌
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世
代
を
越

え
て
ふ
れ
あ
い
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分

◆
場
所　

イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場

新
春
お
茶
会

　

年
の
初
め
に
「
新
春
お
茶
会
」
を
行
い

ま
す
。

　

お
い
し
い
抹
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
新

年
を
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

平
成
24
年
１
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時

◆
場
所　

イ
ベ
ン
ト
交
流
広
場

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ぽ
か　

☎
６
３―

２
７
８
０

　

も
と
み
や
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）

【
講
習
時
間
】
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

◆
場
所　

あ
だ
た
ら
高
原
ス
キ
ー
場

※
送
迎
バ
ス
希
望
の
方

　

中
央
公
民
館　

午
前
８
時
30
分
出
発

※
現
地
集
合
の
方

　

午
前
９
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住

者
お
よ
び
在
勤
者
。
ま
た
は
、
も
と
み
や

ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
。

◆ 

定
員　

４
コ
ー
ス
（
初
心
者
・
初
級
・

中
級
・
上
級
）
計
30
名

◆
参
加
費　
（
会
員
）
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
非
会
員
）
２
，
０
０
０
円

※ 

リ
フ
ト
代
金
、
レ
ン
タ
ル
料
金
は
別
途
、

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆ 

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
に
備
え
付
け

の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間　

12
月
19
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
１
月
13
日
（
金
）
午
後
５
時

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
３―

２
６
１
１

　

本
宮
市
民
な
わ
と
び
選
手
権
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時　

平
成
24
年
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午

◆
場
所　

本
宮
市
総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

◆ 

参
加
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
期
間　

12
月
19
日
（
月
）
か
ら

　
　

平
成
24
年
１
月
13
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
３
３―

２
６
１
１

　

え
ぽ
か
で
は
、
寒
さ
に
負
け
ず
勉
強
す

る
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た

め
に
、
今
年
の
冬
も
勉
強
室
と
し
て
無
料

開
放
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
23
日
（
金
）
か
ら

　
　
　
　

平
成
24
年
１
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※ 

た
だ
し
、
12
月
29
日
（
木
）
か
ら
平
成

24
年
１
月
３
日
（
火
）
を
除
く

◆
開
放
場
所

・
え
ぽ
か
内
（
当
日
に
場
所
を
指
定
）

※ 
混
雑
時
に
は
会
場
を
準
備
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

◆
使
用
料　

無
料

◆ 

注
意
事
項　

え
ぽ
か
の
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
の
注
意
事
項
、
公
民
館
利
用
者

心
得
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

え
ぽ
か　
　

☎
６
３―
２
７
８
０

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

本
宮
市
民
な
わ
と
び
選
手
権
大
会

参
加
者
募
集

え
ぽ
か

冬
休
み
子
供
子
ど
も
勉
強
教
室

＆ コテージ

《営業時間》　…年中無休…
・一回入浴　AM９：00～PM８：00
・休　　憩　AM９：00～PM４：00
・宿　　泊　PM３：00～翌日AM10：00
年中同じ宿泊料金です！

〒969-1302　福島県安達郡大玉村玉井字前ヶ岳国有林７林班に13小班

大人１名様１泊２食付
３名様以上１室 ２名様１室
6,700円 8,000円

※入湯税150円別
《無料送迎》：ご宴会…15名様以上、ご宿泊…少人数でも伺います。

TEL：0243-48-2026
FAX：0243-48-4554

《ご予約・お問い合わせ》

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社



�0広報もとみや12月号

お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

国
の
多
重
債
務
者
対
策
本
部
が
主
唱
す

る
「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
一
環
と
し
て
、
福
島
県
で
は
、
深
刻

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
多
重
債
務
問

題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
、
借
金
な

ど
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
を
対
象
と
し
た

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
福
島
県
司
法
書
士
会
所
属
の

司
法
書
士
か
ら
対
処
の
方
法
な
ど
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
市
役
所
生
活
安
全
課
へ
来
庁
し
、

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
時
に
相
談
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
、
当
日
、
必
要
内
容
を
記
入
し
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

12
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
正
午

◆
場
所　

本
宮
市
役
所

　
　
　
　

１
階　

第
３
相
談
室

◆
定
員　

４
名

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

◆
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
安
全
課

　
　

☎
３
３―

１
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

　

求
職
活
動
中
の
生
活
と
就
労
な
ど
の
ご

相
談
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
し
て

様
々
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
相
談
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
内
容　

①
生
活
資
金
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　

②
住
居
情
報
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　

③
就
職
心
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　

④
能
力
開
発
に
関
す
る
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先

【
ふ
く
し
ま
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
（
福
島
窓
口
）
福
島
市
三
河
南
町
１―

20

　
　
　
　
　
　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
２
Ｆ

　

☎
０
２
４―

５
２
５―

２
５
１
０

　

開
所
時
間
：
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
30
分

　

※
水
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び

　
　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は
休
所

　
（
郡
山
窓
口
）
郡
山
市
島
二
丁
目
４
０
２

　
　
　
　
　
　

 

ふ
く
し
ま
地
域
共
同
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
０
２
４―

９
９
５―

５
０
５
７

　

開
所
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
お
よ
び

　
　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
は
休
所

　

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
地
域
・
世
代
を
超
え
て
共

有
す
る
た
め
に
、
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
場
所　

本
宮
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
Ｆ
展
示
ホ
ー
ル

◆
期
間　

12
月
15
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　

22
日
（
木
）
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
役
所　

生
活
安
全
課

　

☎
３
３―

１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
在
宅
療
養
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
や

ち
ょ
っ
と
し
た
お
手
伝
い
を
中
心
と
し
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
難
病
の
方
や
そ
の
ご
家
族
と
か

か
わ
る
た
め
の
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
県
北
保

健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

平
成
24
年
１
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◆
会
場　

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

◆
対
象　

 

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
方

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
初
め
て
と
い
う
方
の

参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
締
め
切
り　

平
成
24
年
１
月
11
日

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
保
健
福
祉
事
務
所　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
４―

５
３
４―

４
１
６
１

　

難
病
と
は
、
原
因
が
不
明
・
治
療

方
法
が
未
確
立
の
病
気
や
、
経
過
が

長
く
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
負
担

が
重
い
病
気
で
す
。
県
内
に
も
、
難
病

と
闘
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
が
お
ら
れ
ま
す
。

多
重
債
務
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

暮
ら
し
と
仕
事
に

大
き
な
安
心
を
！

東
日
本
大
震
災
の
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

米粉商品できました！

　

TEL：0 2 4 3（ 2 4）1 3 6 3　
本宮市青田字寄松100
http://miine.co.jp

今話題の

◆米粉パン　　【ふんわりモチモチでほんのり甘いパンです】
◆米粉クッキー　【サクサクの食感。プレーン・チョコ・バターの三種類です】

その他、お米・コシヒカリ純米酒・お漬物なども多数ご用意しております。
詳しくは、HP又はお電話にてお問い合わせ下さい。

御稲（みいね）プライマル㈱

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

　

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す
る

生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
を
受
け
て
、
相
続

等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

年
金
（
保
険
年
金
と
い
い
ま
す
。）
は
、

過
去
５
年
以
内
の
各
年
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方

に
、
所
得
税
の
還
付
す
る
よ
う
税
務
上

の
取
り
扱
い
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
12
年
分
以
後
の
各

年
分
に
つ
い
て
も
、
納
め
す
ぎ
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
に
相
当
す
る
額
を
「
特

別
還
付
金
」
と
し
て
支
給
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

対
象
者　

平
成
12
年
か
ら
平
成
17
年

の
間
に
保
険
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方

◆
請
求
期
限　

平
成
24
年
６
月
29
日
ま
で

◆
申
請
先　

二
本
松
税
務
署

◆
そ
の
他

　

市
民
税
・
県
民
税
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
税
相
当
額
の
返
還
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
へ
の

申
請
後
、
市
役
所
へ
申
請
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

二
本
松
税
務
署

　

☎
２
２―

１
１
９
２

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

請
求
期
間
内
に
特
別
給
付
金
の
請
求
を

し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
請
求
書
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

対
象
者　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ

ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑

留
者
で
、
平
成
22
年
６
月
16
日
現
在

で
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

※ 
平
成
22
年
６
月
16
日
（
特
別
措
置
法

施
行
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施

行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺

族
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
請
求
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

　

☎
０
５
７
０―

０
５
９―
２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３―

５
８
６
０―

２
７
４
８
）

　

受
付
時
間　

 

平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
６
時

雪
の
季
節
で
す
！

除
雪
作
業
へ
ご
協
力
の
お
願
い

〈
道
路
沿
い
の
皆
さ
ん
へ
〉

■
出
入
口
の
除
雪
は
各
戸
の
協
力
で

　

県
や
市
で
は
、
道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
降

雪
時
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、作
業
上
、

各
戸
の
出
入
り
口
に
雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
で
も
出
入
り
口
の
除
雪
は
、
各
戸
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

歩
道
や
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
除
雪
は
皆
さ
ん

の
協
力
で

　

歩
道
の
除
雪
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
火
栓
・
防
火
水
槽
は
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
除
雪
を
行
い
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
道
路
に
雪
を
出
す
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
へ
の
排
雪
は
交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
側
溝
の
ふ
た
は
き
ち
ん
と
閉
め
ま
し
ょ
う

　

ふ
た
の
開
け
っ
放
し
は
除
雪
の
妨
げ
と
な
り
、
歩
行

者
に
も
危
険
で
す
の
で
、
開
け
た
ら
忘
れ
ず
に
閉
め
ま

し
ょ
う
。

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
〉

■
路
上
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
多
く
の

人
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

除
雪
作
業
中
は
一
時
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

　

除
雪
作
業
は
、
危
険
防
止
や
効
率
的
な
除
雪
作
業

の
た
め
、
除
雪
中
の
区
間
を
通
行
止
め
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
通
行
は
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
を
優
先
的
に

　

雪
道
は
、
特
に
道
路
幅
が
狭
く
な
り
ま
す
。
児
童
・

生
徒
・
お
年
寄
り
に
配
慮
し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

本
宮
市
役
所　

建
設
課
☎
３
３―

１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

　

白
沢
総
合
支
所　

産
業
建
設
課
☎
４
４―

２
１
１
５

《
県
道
の
場
合
は
》

　

二
本
松
土
木
事
務
所
業
務
グ
ル
ー
プ
☎
２
２―

１
１
５
１

所
得
税
特
別
還
付
金
制
度
に
つ
い
て

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

お直し工房
ロゼクリーニング本宮店 (有)カミカワ
■お問合せ　TEL33ー4512

衣料品全般
こんなお困りありませんか

・なんか体に合わない！・なんかみっともない！
・サイズが大きい・小さい・長い・短い！
・お譲り品で体に合せたい・病気で痩せてしまった！

礼服
クリニック

もったいない
運動推進中！

直して着る

学生服全般

買うよりお得！
紳士・婦人礼服

本宮市本宮字中條１４〔二本松信金となり〕
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知らせお

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

福島県のアナログ放送は平成24年３月31日に終了します！
福島県の地上アナログ放送は、放送期限が平成24年３月31日と決定しました。平成24年４月
１日からは、地上デジタル放送へと切り替わりますので、引き続き地上デジタル放送への移
行準備をお願いします。　問い合わせ先　地デジコールセンター　☎0570－07－0101

祝日におけるごみ収集日
12月23日（金）　天皇誕生日　　

通常通り収集を行います。なお、もとみやクリーンセン
ターへの個人搬入はできませんのでご注意ください。

ごみの収集を休みます
○年末・年始のため　12月30日（金）〜１月３日（火）
上記期間中は、ごみステーションへごみを出さないよう
ご協力をお願いします。また、もとみやクリーンセンター
への個人搬入もできませんので、ご注意ください。
◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター ☎33－5499
　生活福祉部生活安全課環境保全係 ☎33－1111
　白沢総合支所市民福祉課生活環境係 ☎44－2114

納
税
は
国
民
の
義
務

　

市
税
は
、
本
宮
市
に
と
っ
て
市
の
発

展
を
支
え
る
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
市
税
の
滞
納
額
は
増
え
続

け
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
滞
納
額
が
増
え
続
け
る
と

サ
ー
ビ
ス
低
下
な
ど
の
影
響
が
生
じ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
は
、
滞
納
額
が
増
え
る
と

制
度
自
体
が
運
営
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と

　

税
金
に
は
各
期
別
ご
と
に
納
期
限

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
限
ま
で

に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
20
日
以
内
に

「
督
促
状
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
に
応
じ
な
い
場
合

は
「
催
告
書
」
を
送
付
し
、
戸
別
訪

問
な
ど
の
徴
収
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
納
付
し
て
も
ら
え
な
い
場
合
に
は
滞

納
処
分
と
な
り
、
財
産
（
不
動
産
、

給
与
、
預
貯
金
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え

を
執
行
し
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら
ま
ず
は
ご
相
談
を
！

　

病
気
や
失
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
、
市
税
を
納
期
限
内
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
納
付
の

方
法
に
つ
い
て
随
時
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
事
情
を
確
認
し
た
上
で

納
税
計
画
を
立
て
、
必
要
な
手
続
き

な
ど
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご

相
談
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
毎
週
月
曜
日
は
、
窓
口
業

務
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
税
お
よ
び
各
種
使
用
料

等
の
納
付
や
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

収
納
係

　

☎
３
３―

１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
１
・
１
６
２
）

税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

「空き地」・「空き家」の
管理は大丈夫!?

　この時期になると、道路わ
きや空き地の枯れ草、建物の
周囲に置いた不要なものが燃
える火災が多く発生します。
これらを放置すると、火災の
際に燃え広がる原因になるば
かりか、近くの住民に不安を
与えることとなります。
　空き地、空き家を所有して
いる方は、きちんと施錠し周
囲に燃えやすいものを置かな
いなど適切な管理を行うよう
お願いします。
◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合
　南消防署　☎33－2875

年末年始、市の各施設が
お休みとなります

休業期間 施　設　名

12月29日（木）から
１月３日（火）まで

本宮市役所、白沢総合支所、
えぽか、企業局（上下水道
課）、岩根出張所、白岩診
療所、白沢保健センター

12月28日（水）から
１月４日（水）まで 白沢老人福祉センター

12月28日（水）から
１月３日（火）まで

文化施設（公民館や図書
館など）、体育施設（体育
館やグラウンド、プールな
ど）、高齢者ふれあいプラ
ザ（荒井・岩根）

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
佐

藤

商

会（
３
３
―
５
８
７
５
）

　

本
宮
市
仁
井
田
字
富
士
内
１
番
地
１

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

！

※戸籍の届出については、市役所（本庁）で受付します。
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◆
審
査
日
時
・
審
査
対
象
・
会
場

※ 

登
録
、
所
有
者
変
更
、
再
交

付
申
請
等
の
手
続
き
を
怠
る

と
、
不
法
所
持
に
な
り
罰
則

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
文
化
財
課

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

７
７
８
７

　
（
直
通
）

▽
南
達
舞
踊
協
議
会

　
（
会
長　

内
田
初
子
さ
ん
）

　

◎ 

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や
設

備
資
金
の
た
め

　

・
現
金 

３
万
円

▽
フ
レ
ク
ス
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱

　
（
代
表
取
締
役　

増
渕
政
行
さ
ん
）

　

◎ 

こ
ど
も
た
ち
の
屋
内
で
の

運
動
不
足
解
消
の
た
め

　

・
Ｘ―

ｂ
ｏ
ｘ
３
６
０

　
　

＋
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
本
体 
５
台

　

・
Ｘ―

ｂ
ｏ
ｘ
３
６
０

　
　

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー 

10
台

　

・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト（
６
種
類
）

 

各
５
本

　

・
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ 

３
台

▽
國
分
商
店

　
（
代
表　

國
分
愛
子
さ
ん
）

　

◎ 

白
沢
公
民
館
環
境
美
化

の
た
め

　

・
屋
外
向
け
ス
タ
ン
ド
灰
皿

 

１
台

▽
日
本
赤
十
字
社　

　

◎ 

被
災
学
校
へ
の
支
援
の
た
め

（
本
宮
第
二
中
学
校
へ
）

　

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン 

40
台

▽
コ
ー
ラ
ス
し
ら
さ
わ

▽
本
宮
混
声

▽
コ
ー
ラ
ス
ア
カ
シ
ア

▽
も
と
み
や
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル

▽
コ
ー
ル
大
玉

▽
本
宮
女
声

▽
プ
ル
メ
リ
ア
小
浜

　

◎ 

音
楽
活
動
の
環
境
充
実

の
た
め

　

・
譜
面
台 

１
台

▽
福
島
県
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
倶
楽
部

　
（
会
長　

齋
藤
立
子
さ
ん
）

　

◎ 

教
育
施
設
、
保
育
施
設

等
へ
の
支
援
の
た
め

　

・
高
圧
洗
浄
機 

３
台

▽
三
橋
明
子
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

・
現
金 

１
万
７
，
８
５
０
円

▽
世
田
谷
環
境
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ

　
（
代
表　

三
瓶
恵
美
子
さ
ん
）

　

・
現
金 

７
万
円

▽
世
田
谷
区
長　
保
坂
展
人
さ
ん

　

・
現
金 

１
０
０
万
円

▽ 

本
宮
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

　
（
会
長　

佐
藤　

剛
さ
ん
）

　

・
現
金 

５
万
１
，
５
５
５
円

▽ 

被
爆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　
（
代
表　

高
松
京
子
さ
ん
）

　

・
現
金 

９
万
７
千
円

▽
髙
橋
ト
ミ
さ
ん
（
本
宮
字
石
塚
）

　

・
現
金 

３
万
円

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

災
害
義
援
金

ここから下は広告欄です。

とろろカツ丼の店　商標登録　第5376295号

2011年秋　話題の新商品販売開始！

年越しラーメンに！ご贈答用に！手土産に！

福島県本宮市白岩字埋内490－１
TEL　0243－44－1288（FAX兼用）

【透黄麺セット】￥1,000－

めし処　美乃田（旧白沢村）

会　場 審査対象 審査日時

福島県職員会館
（県庁西庁舎南隣り） 刀剣類のみ

平成23年
12月15日（木）
10：00～12：00
13：00～15：00

１

郡山市労働福祉
会館

銃砲類・
刀剣類

平成24年
２月23日（木）
10：00～12：00
13：00～15：00

２

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

の
お
知
ら
せ

▲左から鈴木公良 経営企画担当、幕田敏彦 郡山
事業所長兼管理部長、高松市長、水田慎也 マ
ネージャー、宇野敦 マネージャー、澤山司 マ
ネージャー

▲左から原瀬教育長、高松市長、齋藤立子
会長、菅野朋子前会長、宮川伸一朗さん
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

知らせお

　

み
な
さ
ん
、は
じ
め
ま
し
て
。

　

毎
月
「
広
報
も
と
み
や
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
「
広
報
も
と
み

や
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ご
あ
い
さ
つ
が
遅
く
な
っ
て

し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
い
つ
も
前
向
き
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
、
二
度
目
の

成
人
式
を
数
年
前
に
迎
え
て

し
ま
っ
た
（
一
応
）
女
性
で
す
。

　

毎
月
、
目
に
し
て
い
た
広
報

で
す
が
、
い
ざ
自
分
が
作
成

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

と
て
も
大
変
で
、
慣
れ
な
い
作

業
に
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
不
安
だ
ら
け
の

毎
日
で
す
が
地
域
の
ほ
っ
と
な

話
題
を
お
伝
え
し
て
、
皆
さ
ん

に
親
し
み
を
も
っ
て
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
写
真
を
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
皆

さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

の
の

納期のお知らせ

固定資産税 ３期
国民健康保険税 ６期
介護保険料 ６期
後期高齢者医療保険料 ５期
上下水道使用料 10・11月分
集落排水使用料 10・11月分
下水道受益者負担金 ３期
住宅使用料 12月分
住宅駐車場使用料 12月分
保育所・幼稚園保育料 12月分
放課後児童保育料 12月分

納期限　12月26日 （ 月 ）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、

残高の確認をお願いします。

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号
12月３日（土）　㈲本宮設備 33－2592
12月４日（日）　オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
12月10日（土）　㈲光設工業所 48－2413・33－1895
12月11日（日）　㈱小山設備 33－3031
12月17日（土）　㈲佐藤商会 33－5875
12月18日（日）　㈱タカマツ 33－5242
12月23日（金）　㈲須藤住機工業 48－2357
12月24日（土）　㈲浜野和水道 33－2788
12月25日（日）　㈲本宮設備 33－2592
12月29日（木）　オオナミ㈱ 33－1001・33－2412
12月30日（金）　㈲光設工業所 48－2413・33－1895
12月31日（土）　㈱小山設備 33－3031
１月１日（日）　㈲佐藤商会 33－5875
１月２日（月）　㈱タカマツ 33－5242
１月３日（火）　㈲須藤住機工業 48－2357
１月７日（土）　㈲浜野和水道 33－2788
１月８日（日）　㈲本宮設備 33－2592
１月９日（月）　オオナミ㈱ 33－1001・33－2412

※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応となり
ます。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

郡山北警察署
本宮分庁舎よ
り

（　　）は１月
からの累計

市営住宅の募集状況

※ただいま募集はしていません。
◆問い合わせ先　建設課　建築係（☎内線145）

10月の交通事故発生状況

件 数 死 者 傷 者

本 年 10（107） 0（ 1） 15（124）

前 年 12（134） 0（ 2） 12（154）

増 減 －2（－27） 0（－1） 3（－30）

（ 　）は、対前月比

市のすがた（平成23年11月１日現在）

男　性 15,246人（ 2）

女　性 15,963人（－7）

総人口 31,209人（－5）

世帯数 9,576世帯（ 9）

きぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎ 0 2 4 3 ー 3 4 ー 5 5 6 0
毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて
生活しています。うつ病は、だれでもかかりう
る病気です。早めに気づくことが大切です。
　予約不要、秘密は厳守します。

☎ 0 2 4 3 ー 3 4 ー 5 5 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

編
集
後
記

市民の皆さんとの
対話を進めます！

　　「市長とふれあいまちづくりトーク」スタート!!
  高松市長が市民の皆さんと直接対話し、まちづくりなど
の意見交換を行います。１団体１時間以内で会場は市役所
です。開催希望日の２週間前までにお申込みください。

　　「まちづくり出前講座」に新メニュー !!
　新メニュー「市長の話を聞いてみたい！」を追加しました。市
長が市政についてご説明します。市長の話を直接聞いてみたい
という市民の皆さん、お気軽にお申込みください。会場の確保
や準備、進行等は、申込みされる方に行っていただきます。

◆問い合わせ先　秘書広報課　広報広聴係（☎内線223)

「市長とふれあいまちづくりトーク」と
「まちづくり出前講座」をご利用ください。
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問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780　　●白沢保健センター　☎44－4188

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）または白沢保健センターでのみ発行しております。】

月 12月 1月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜 日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ● ◎ ◎ ●
枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ● ◎
谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ◎
二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕
を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。
【小児】は、小児科の当番医療機関

12月の健診日程

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

病院群輪番制日程表

保健衛生だより保健衛生だより

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成23年８月１日～８月31日生まれ 12月22日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき
いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成23年２月１日～２月28日生まれ 12月８日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成22年５月10日～６月９日生まれ 12月７日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成20年８月10日～９月９日生まれ 12月21日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
※プレママサークル同日開催（10：00～11：00） 12月14日（水） ９：30～11：00

12月４日（日）
（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内）� 22－3215
本田レディスクリニック（二本松市本町）� 22－0301
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩）� 44－2008
12月11日（日）
（医）土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡）� 22－0035
野地眼科医院（二本松市若宮）� 23－0024
（医）幹正会　よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋）� 63－2333
12月18日（日）
（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井）� 22－0174
岩代国保診療所（二本松市百目木）� 56－2461
やなぎほり皮膚科クリニック（本宮市高木）� 24－1028
12月23日（金）　　天皇誕生日
みうら内科クリニック【小児】（二本松市羽石）� 22－5512
二本松ウイメンズクリニック（二本松市亀谷）� 24－1322
（医）渡辺クリニック（本宮市高木）� 34－3311
12月25日（日）
（医）辰星会　枡病院（二本松市本町）� 22－2828
和田医院（二本松市小浜）� � 55－2303
（医）よしだこどもクリニック【小児】（本宮市高木）� 34－6418
12月30日（金）
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木）� 22－6688
整形外科内科　小林医院（二本松市根崎）� 22－0682
（医）落合会　東北病院（本宮市青田）� 33－2588
12月31日（土）
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮）� 22－3001
さくらクリニック（二本松市藤之前）� 62－3931
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田）� 34－1188

１月１日（日）　元日
（医）ダザイ胃腸科内科医院（二本松市表）� 22－9255
（医）しかの眼科（二本松市油井）� 62－2520
（医）幹正会　よしだ内科（本宮市本宮字一ツ屋）� 63－2333

１月２日（月）
（医）高橋内科医院（二本松市油井）� 22－5636
（医）土川産婦人科医院【小児】（二本松市松岡）� 22－0035
いしわたクリニック（本宮市荒井）� 63－2826

１月３日（火）
佐久間内科小児科医院【小児】（二本松市本町）� 22－0570
岩代国保診療所（二本松市百目木）� 56－2461
本宮市国保白岩診療所（本宮市白岩）� 44－2008

１月８日（日）
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井）� 22－8800
社会保険二本松病院（二本松市成田町）� 23－1231
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡）� 33－2721

１月９日（月）成人の日
整形外科内科　小林医院（二本松市根崎）� 22－0682
ばばクリニック（二本松市油井）� 24－7122
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町）� 33－5866
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「なつかしの一枚」では、これからも思い出の写真をご紹介して
いきます。皆さんからのお便りをお待ちしています。

　広報もとみやの”なつかしの一枚”私が写っているではありませんか！
　もう、鳥肌ものです。１年２組14番わたなべさとると書いてある黄色い名札をつけ、大
きいランドセルを背負い入学したのは42年前です。その写真が何でと思いました。写真
を見て、するすると友達の名前が思い出せて感動ものでした。
　この当時、給食は牛乳ではなく脱脂粉乳でアルミのミルクポットでカップに配られま
した。牛乳瓶になったのは２年生からだと思います。ストーブは、石炭のだるまストーブ
で日直がバケツで石炭を運ぶ係だったと思います。その後は、石油ストーブになりまし
たがこれも２年か３年生くらいだったかな？記憶をたどれば、まだまだでてきますが、最
後に運動会のことをお話します。今みたいに、スニーカーなどなく白足袋でした。足の

速い人などたくさんの種目に出る人は１足でも足りないくらいでしたね。運動会の種目に”白岩ダービー”があ
りまして、竹籠で馬を形をかたどったものを二人一組でリレーする競技があり、かなり盛り上がる種目でした。
この当時使用した馬がまだ学校に保存されており、今年の正月に同級会
で、馬も特別出演して、みんなで思い出を語り合いました。
　本当になつかしい写真を掲載していただき感謝しております。
　同級生のみなさん、次回還暦の同級会楽しみにしています。

ここに
写っているのは

 私です!!
　「なつかしの一枚」のコーナーが始まり、数カ月が経過しました。
　先日、「ここに写っているのは、私です!!」第一号となるうれし
いメールを、渡邊　智さん（白岩字宮ノ下）からいただきましたの
で、ご紹介します。

▲

広報もとみや９月号より

秋まつり秋まつり秋まつり
　10月21日から23日にかけて、本宮秋まつりが賑やかに行われ
ました。軽快な笛や太鼓の音とともに先囃子が運行され、粋
で艶やかな真結女御輿が街を華やかに彩りました。勇壮な裸
神輿は、雨を吹き飛ばすほどの熱気に包まれました。また、11
月６日はしらさわ秋まつりが行われ、湯どうふ食べくらべ大会
やビンゴ大会など盛りだくさんのイベントで盛り上がりまし
た。会場内では浪江焼きそばの出店や、紅葉汁の無料配布な
どもあり多くの人出で賑わいました。


